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わ れ て お り ， 長 野 県 で は 夏 季 の 冷 涼 な 気 候 を 生 か し

7�9 月 に 収穫 す る 夏秋 レ タ ス が 中 心 と な っ て い る 。 レ

タ ス 栽培 に 好適 な 気 温 は 18�230C と さ れ て お り ， こ の

適温帯 を 時期 と 標 高 で 示 す と 図 一 l A の 点 で |州 ん だ 範 聞

に 相 当 す る 。 つ ま り ， 楳 向 900 111 以 下 で は 真 夏 の 高 温

時期 は栽培 に は 不適 と な り ， 高 温時期 を 避 け て 6 月 と 9

月 を 1:1-1 心 と し た 年 2 作 と な る が， 標 高 900 111 を 超 え る

と 7�8 月 の 年 1 作 と な る 。 な お ， 年 2 作地借 で も 実 際

に は 圃場全面 を 白 マ ル チ フ ィ ル ム で被覆 す る こ と に よ り
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長野県 に お け る レ タ ス 栽培の特徴 と

防除の概況

6 月 7 月 8 月 9 月

図 ー 1 レ タ ス 栽椛 に Æii し た 標高， 気温 と オ オ タ バ コ ガ 成

虫の発l1'.消長の関係

A : 点 で附 ん だ ílififJM は レ タ ス 栽培 に 適 し ， 縦 紛 で 附

ん だ範附 は l政指IJtI:品舗 と 自 マ ル チ の 組 み 合 せ で栽培

に 適 し て い る こ と を ポ す .

B : オ オ タ パ コ ガ成虫 の発生消長 モ テソレ

長 野 県 の レ タ ス 栽培 は 1975 年以降急激 に 梢加 し ， 現

在 で は 6 . 000 ha を 超 え る 面積 で栽培 さ れ て い る 。 こ れ

は 全 国 の レ タ ス 栽地面積の 約 3 分の l に 逮 し ， 生産抵 も

全国 l 位 と な っ て い る 。 我が 国の レ タ ス は )j'3 年栽培が行
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オ オ タ バ コ ガ Helicove7か1 annigera ( H Ï' 1 1:-: EI� ) は 野

菜， 花 き な ど 多 く の 作物 を加害す る 広食性の 告虫 で， タ

バ コ ガ ll. assulta ((;1 1 1 -: :-: 1':1-: ) の近縁種 で あ る 。 従米， 我

が 国 で は ト マ ト ， ピ ー マ ン ， ナ ス な ど の ナ ス 科作物 に お

い て タ バ コ ガ に よ る 被害 が報 告 さ れ て き た が ( 1:1 1 沢，

1 970 : 初11， 1 984 ) ， オ オ タ パ コ ガ は 最近 ま で 屯 要 議 虫 で

は な か っ た 。 と こ ろ が， 1 994 年 の 夏 か ら l晩秋 に か け て

西 日 本 を 中心 に 平年 に な い 多発生が見 ら れ， 野菜類や花

き 類 に お い て 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た ( 古 松， 1 995) 。

200 1 年 の オ オ タ バ コ ガ の 発生状況 は ， 全 国 的 に 発生士誌

が多 く ， 石川 県， 奈良 県， 長野県 お よ び新潟県 で発生予

察注意報が発表 さ れ て い る 。

長野県 内 で は ト マ ト ， ピ ー マ ン ， ナ ス な ど の 果菜類，

レ タ ス ， キ ャ ベ ツ ， ハ ク サ イ ， ア ス パ ラ ガ ス な ど の葉 ・

茎菜類， さ ら に カ ー ネ ー シ ョ ン ， ト ル コ ギ キ ョ ウ ， キ ク

な ど の 花 き 類 に 多 発生 し ， 大 き な被害が生 じ て い る 。

オ オ タ バ コ ガ が レ タ ス に 寄生 し た場合， ふ化幼虫が結

球部 に 食入 し て 内部 を 加害 し な が ら 発育 し ， �.m化時 に脱

出 す る 。 幼虫 が結球 に 食入 し で も 大半の も の は外観か ら

は寄生の有無 を判別 で き ず， 出荷後 に 被害 が明 ら か に な

る ケ ー ス が多 い 。 し た が っ て 軽微 な 被害が発生 し た |閣場

で も ， 出荷 を 差 し 止 め て 圃場全体の レ タ ス を 廃変-せ ざ る

を 得 な い場合が多 く ， 深刻 な 問題 と な っ て い る 。

本稿で は ， ダ イ ア モ ル ア 剤 を 用 い て オ オ タ バ コ ガ の 交

信 か く 乱 に よ る 防除 を検討 し た 結果 (豊嶋 ら ， 2(0 1 ) の

概要 を報告す る 。

Conlrll \ o f  He/i< 川'(，11m (/l'Il1igera ( H Ü IlCo:ER) by mating disrup 

l ion using d iamo\ure in \clluce 自e\ds. By Goro T川 りSI I I :\ I 、
( キ ワ ー ド ・ オ オ タ バ コ ガ， 交信 か く 乱， ダ イ ア モ Jレ ア ， 発11ー

がi長， 向日引切除)



交f， : か く 丹LfílJ ダ イ ア モ ル γ に よ る レ タ ス の オ オ タ ノ f コ ガ の |釣|徐 3 1  

地温 を 低下 さ せ た り ， i:引品 に よ る 主I1苔 を起 こ し に く い 11111
稜 を利 用 す る こ と で、縦縞で同 ん だ範11fl で も レ タ ス を よ先端

し て い る (塚 田， 2(00) 。 一 方 ， オ オ タ ノ f コ ノf は 日 JJ 下

旬�6 月 初旬 に 初発生 し ， 7 月 と 9 月 に 発 生 lr� J，盛 期 と な

り ， 10 月 に 終 息 す る ( 岡 1 B) 。 こ の よ う に 長野 以 で は

レ タ ス 栽培適期 と オ オ タ バ コ カ、 の 幼虫発生則 は '[( な り ，

特 に 標 高 600� 1 ， 200 111 で 被 :吉 が 大 き し 、 。 ち な み に 冬

~春期 に 栽犠 さ れ る l凌地 の レ タ ス で は ， 本積 に よ る 被'i!?

は 問題 と は な っ て い な い 。

オ オ タ バ コ ガ の幼虫 は ， レ タ ス の 結球 内市11 に 食入 す る

た め 食入後 は 虫体 に i在綾殺虫 剤 が か か ら ず， 楽剤 に よ る

防除効果 は 低 し 当 。 防除効果 を 上 げ る た め に は卵 か ら 幼虫

がふ化 し て レ タ ス の 結球内部 に 食入 す る ま で の 聞 に 殺虫

剤 を 散布 す る 必要 が あ る 。 オ オ タ バ コ ガ の発生 と 栽桁・時

期が重 な る 作�\� で は ， 産卵盛期 に フ ェ ン パ レ レ ー ト ・ マ

ラ ソ ン 水和剤， BT 剤， メ ソ ミ ル 水平II剤， エ マ メ ク チ ン

安息香酸塩乳剤 な ど の 殺虫剤 を ロ ー テ ー シ ョ ン し な が ら

1 週間 間 隔 で 3 同散布 す る と ， i:百 い 防除効*が何 ら れ る

(樫 山 ら ， 1999) 。 し か し ， 環境保全型農業の 悦，1，'，( か ら ，

殺虫剤散布 回数 を 削減 す る た め の 新 た な 防|徐技術の 開発

が切望 さ れ て い る 。

H 交信 か く 乱剤 の防除効果

合成性 フ ェ ロ モ ン 剤 を 利 用 し た 交信か 七 月LW に よ る 11f

虫 防 除 技 術 は ， ア ブ ラ ナ 科 作 物 の コ ナ ガ (人- 林 ら ，

1989) ， ネ ギ の シ ロ イ チ モ ジ ヨ 卜 ウ (W，\h 山 l l l� ，\ et a l . ， 

1 989 ; 細谷， 1998) ，  リ ン ゴ の鱗麹 目 害虫 ( J I l lqC�， 1993) 

等 で す で に 実 用 化 さ れ て い る 。 ダ イ ア モ ル ア 斉IJ ( ]Hj 品
名 : コ ナ ガ コ ン ) は ， コ ナ ガ の 交信 か く 乱剤 と し て 販売

さ れ， 長野県下で は 主 要 な ア ブ ラ ナ 科野菜i段階地域 で広

く 利用 さ れ て い る 。

オ オ タ バ コ ガ の 発生子祭 用 フ ェ ロ モ ン 剤 は 1 996 "1ミ に

実用 化 さ れ， 長野県下 で は 1997 年 か ら 各 地 の レ タ ス 絞

培地域 で， フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る オ オ タ バ コ ガ の 発

生消長が調査 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し ， フ ェ ロ モ ン

ト ラ ッ プの普 及 に と も な い ， ト ラ ッ プが設問 さ れ た 地域

の う ち ， 特定 の 地域 で オ オ タ バ コ ガ が ほ と ん ど誘殺 さ れ

な い 現 象 が観察 さ れ る よ う に な っ た 。 こ れ ら の 地 域 で

は， 主 に キ ャ ベ ツ や ハ ク サ イ が栽培 さ れ， そ れ ら の 前 史

害虫 で あ る コ ナ ガ の 防除 に ダ イ ア モ ル ア 剤 が利 川 さ れ て

い た 。 こ う し た こ と か ら ， 本 剤 が オ オ タ バ コ ガ の 交伝 を

か く 乱 し た 可能性が考 え ら れ た た め ， 本斉IJ に よ る オ オ タ

バ コ ガ の 交信 か く 乱 に よ る 防除法 を 検討 し た 。

供試 し た ダ イ ア モ ル ア 剤 は 長 さ 20 CIl1 の チ コ ー プ タ

イ プ の デ ィ ス ペ ン サ ー で， 有 効 成 分 は (2H 1 -h巴xa"

decenal が 36 . 0% ， ( 2 ) 一 1 1 -hexadecenyl acetate が

41 . 0 % で， デ ィ ス ぺ ン サ ー l 本 当 た り の 有効 成 分 量 は

1 25 Il1g で あ る 。 処理批 は 10 a 当 た り 200 本 で， デ ィ ス

ぺ ン サ ー は 5 本 ず つ ま と め て 長 さ 70 C111 の棒 に 留 め ， 5 

111 間 隔 で レ タ ス 岡 場 全 聞 に 均一処理 し た 。 処理 し た デ

ィ ス ペ ン サ ー の 高 さ は ， レ タ ス の 草 丈 よ り 高 い 地 上

50�60 C111 と し た 。

1998 年 と 1 999 年の 2 年間 に わ た り 長野 県塩尻市 の レ

タ ス 栽培閏場 で試験 を 実施 し た 。 ダ イ ア モ ル ア 剤無処理

区 (以下， 無処理 区 と 称す ) は ， ダ イ ア モ ル ア 剤処理 区

(以 下， 処理 区 と 称 す ) か ら 500 111 程 度 離 し ， 処理 区 よ

り も 地形的 な傾斜の 1::.J"î11 に 設 け た 。 試験圃場の面積 は，

1 998 年 は 処理 院 約 10 ha， 無 処 理 区 約 600 ha， 1999 年

は 2 か所で実験 を 行 い ， 一 方 は 処理 区 約 20 ha， 無処理

区約 600 ha も う 一 方 は 処理 区 約 3 ha， 無 処 理 区 約 300

ha と し た 。

1 誘殺消長

ダ イ ア モ ル ア の 有効成分が圃場 に 揮散 し て い る こ と を

確認す る た め 1 998 年 の 試験期 間 中 に 剤処 理 区 と 無処理

区 に ， オ オ タ バ コ ガ発生予察用 フ ェ ロ モ ン誘 引 剤 を 誘 引

源 と し た 粘 着 式 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ を 約 250 111 間 隔 で

地 上 か ら 約 50 C111 の 高 さ で 2�3 か所 に 設置 し た 。

フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る オ オ タ バ コ ガ雄成虫 の誘殺

消 長 を 図 2 に 示 し た 。 処理 区 で の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

の誘殺数 は ， 無処理 区 と 比較 し て 著 し く 少 な し 有効成

分 の揮散 に よ り オ オ タ バ コ ガ雄成虫が フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ

プ に 対 し て 定位 で き な い こ と が明 ら か に な っ た 。 調査期
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図 - 2 タ イ ア モ ル ア 剤処J11! フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る オ

オ タ ノ ミ コ ガ雌I�虫の誘殺{国体数 に 及 ぼす影響

A : ダ イ ア モ ル プ 剤 処 理 l又， B : 無 処 理 区， 各 実 線

は そ れ ぞ れ の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に 誘殺 さ れ た 雄成

虫 の 倒体数 を 示 す .

一一- : n 一一ー



32 植 物 防 疫 第 56 巻 第 l k} (2002 年)

問 中 ， 処理 区 で も フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に ご く わ ずかの雄

成虫が誘殺 さ れた が， こ の誘殺消長の傾向 は無処理 区の

場合 と お お む ね同様で あ っ た 。

2 交尾率
処理 区 と 無処理 区 に お い て ， つ な ぎ雌法 を 用 い て 交尾

率 を 調 査 し た 。 つ な ぎ 雌 は 処理 区 で は 1 か 所 に つ き 約

5 m 間 隔 で 1 5�30 個 体 を 供 試 し ， 1�3 か 所 へ 設 置 し

た 。 無処理 区 で は l か所 に つ き 23�36 個体 を供試 し た 。

回収 し た つ な ぎ雌 は 実験室内 に 持 ち 帰 り 実体顕微鏡下で

解剖 し ， 交尾嚢 内 の精包の有無 を 調べ， 精包の あ る も の

を 交尾個体， な い も の を 未 交尾個体 と し て 交尾率 を 算 出

し た 。

1998 年 に 実施 し た つ な ぎ雌調査 の 第 l 回 の 結巣 を 表一

l に 示 し た 。 つ な ぎ 雌 の 回 収 率 は 80� 100% で あ っ た 。

交 尾 率 は 処 理 区 で 0 % ， 無 処 理 区 で 交 尾 率 は

1 7 . 4�30 . 4% と 両 区 の 交 尾率 に 有意差が認め ら れた 。 ま

た 第 2 回 の調査で も 両 区 の 交尾率 に 有意差が認め ら れた

( デー タ 省略) 。

1 999 年 に 実施 し た つ な ぎ雌調査 (処理面積 20 ha) の

表 - } 交信か く 乱剤 ( ダ イ ア モ ル ア ) が オ オ タ バ コ ガ交尾* に 及

ぽす影響 ( 1 998 年第 l 回 目 調査結巣)

|又 地点
つ な ぎ雌t

i附体数

処l!H区
A 1 4  

( 1 0  ha ) 

B 1 2  

C 1 5  

合計 4 1  

無処想以

(600 ha) 
A 23 

B 23 

合計 46 

交尾 米交尾

{国体数 {同体数
交足取 ( % )

。 1 4  o 

o 1 2  

o 1 5  o 
。 4 1  O a  

1 9  1 7 . 4  

1 6  30 . 4  

1 1  35 2:1 . 9 b 

1 998 年 9 月 2 日 実施. 1N な る 英小文字:問 に は 有 :Ð、 廷 が あ る こ と を

示 す (x' - test. ρ く 0 . ( 1 ) .

表 - 2 交信か く 乱剤 ( ダ イ ア モ ル ア ) が オ オ タ バ コ ガ 交尾市 に 放

ぽす影響 ( 1 998 年第 l 回 目 調資結巣)

区 地点
つ な ぎ雌

例体数

処理 区
A 30 

(20 ha )  

B :10 

合計 60 

無処理!孟
30 

(600 ha)  

交尾 未交尾

{同体数 {凶体数
交尾本 ( % )

。 30 () 

29 :u 
59 1 .  7 a 

5 25 1 6 . 7  b 

1 999 {I三 8 月 9 日 実施. 員! な る 英小文字聞 に は有志;廷が あ る こ と を

;J; -9 ( .l" - test. ρ く () . ( 1 ) .  

結 果 を 表-2 に 示 し た 。 つ な ぎ 雌 の 回 収 率 は い ず れ も

100% で あ っ た 。 交 尾率 は 処理 区 で 0�3 . 3% ， 無処理 区

で 1 6 . 7% と ， 両 区 の 交 尾率 に 有意 差 が 認 め ら れ た 。 ま

た ， 同 年 に 別 の場所で実施 し た つ な ぎ雌調査 (処理面積

3 ha) で も 交尾率 に 有意差が認め ら れ た ( デ ー タ 省略) 。

以上の よ う に ， 交信 か く 乱剤 の 処理面積 を み 1 0 お よ

び 20 ha と し た い ず れの場合 も つ な ぎ雌 の 交尾率 は 無処

理区の交尾率 を 大幅 に 下町 っ た 。

3 被害度

1999 年 に 処理 区 と 無処理 区 に お い て ， オ オ タ バ コ ガ

に よ る 被害度 を 調査 し た 。 試験 は 2 回行 い ， 第 l 回 の 処

理面積 は約 20 ha， 第 2 回 は 約 3 ha と し た 。 い ずれ の 試

験で も 収穫期 の レ タ ス を 任意 に 1 00 株採集 し て 解体 し ，

次 の 4 段階の基準 で食害程度 を 調べ， 以下 の 式 に よ り 被

害度 を 算 出 し た 。

程度 0 : 食害痕 な い も の

1 : 外葉 に の み食害痕 が あ る も の

2 : 結球部 に わ ず か に 食害痕があ る も の

3 : 結球内部が激 し く 食害 さ れ て い る も の

十 112 x 2 十 l1" x 3
被害度 = nl

n × 3  
× 1 00 

11 : 調査株数， n ， 税度 1 の株数，

11， : 程度 2 の株数， n" 程度 3 の株数

第 1 回 目 の 試験 (処理面積 20 ha) に お け る 調 査結果

を 表-3 に 示 し た 。 被 害 度 は ， 処理 区 で 0 . 7�3 . 0， 無 処

理 区 で 16 . 7 と 処埋 区 の 方 が低 か っ た 。 ま た ， 第 2 回 目

の 試験 (処理 面 積 3 ha) に お け る 調 査 で も ， 処理 区 で

の 殺 虫 剤 散 布 回 数 (3 回 ) が無処理 区 (5 回 ) よ り 2 回

少 な か っ た に も か か わ ら ず， 両 区 の 被害度 は ほ ぼ同 等 で

あ っ た ( デー タ 省略) 。

以 1:.の 試験結果 か ら ， ダ イ ア モ ル ア 剤 の 処理 に よ り オ

オ タ バ コ ガ の 交信 は か く 乱 さ れ， レ タ ス の 被害 が軽減 さ

れ る こ と カ{Iì{tf認 さ れ た 。 こ の た め 本剤 の 使用 に よ り ， 殺

虫剤使Jìj 抵 の 削減が可能 に な る と 考 え ら れ る 。

ダ イ ア モ ル ア 剤 の 有 効 成 分 は (Z) ー 1 1 -hexadecenal

と (Z) - l l -hexadecel1yl acetate で あ る の に 対 し ， オ オ

タ バ コ ガ の 性 フ ェ ロ モ ン の 主 成 分 は (Z) - l l -hexa-

表 3 交lfl か く 乱剤IJ ( ダ イ ア モ ル ア ) 利 用 に よ る レ タ ス の 被告l:U:

|メ

処.HI! 以

(20 ha) 

無処J1H Iズ

(600 ha)  

調査 fF度目IJ 被害株数
地 占

株数
被告株本 ( % ) 被害度

() 2 3 

A 100  98 2 。 。 2 . 0  0 . 7  

B 100 9{j ヲ 4 . 0  3 . 0  

100 76 8 6 ] () 24 . 0  1 6 . 7  
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decenal と (Z) -9-hexadecenal で あ り . (Z) - l l -hexa­

decenal は 両者 に 共通 し た 成分であ る 。 今 回 の 試験結果

は こ の共通成分がオ オ タ バ コ ガ の 交信 を か く 乱 し た こ と

を 示 し て い る 。

お わ り に

チ ャ の ハ マ キ ガ類で は 単一成分の フ ェ ロ モ ン剤 を十数

年の長期 に わ た っ て使用 し た 結果， 一部 の地域 で誘引 き

れ に に く な っ た り 交尾抑制効果 が著 し く 低下 し て い る

(望月 ら ， 未発表) 。 ダ イ ア モ ル ア 剤 も オ オ タ バ コ ガ に つ

い て は (Z) ー l l-hexadecenal 単独 で 交 信 か く 乱 し て い

る と 考 え ら れ る た め ， 本剤 も 長期間使用 し た 場合 に は 同

様の現象が起 こ る 可能性が あ る 。 そ う し た 現象 を 防 ぎ ，

交信 か く 乱 に よ る 防除効果 を さ ら に 高 め る た め に ， 現

在， オ オ タ バ コ ガ性 フ ェ ロ モ ン の 第 2 成分 で あ る (Z) 司

9-hexadecenal を 添加 し た 交信 か く 乱剤 で、の検討 を 行 っ

て い る o

ダ イ ア モ lレ ア 剤 は キ ャ ベ ツ ， ハ ク サ イ の コ ナ ガ， レ タ

ス の オ オ タ バ コ ガ を 同時 に 交信 か く 乱で き る た め ， こ れ

ら 3 作物が混在 し て栽培 さ れ る 地域へ も 導入 し や す い。

長野県 の 葉 菜類 に お け る 本 剤 の 使 用 面積 は . 1995�97 

年 に 130�300 ha で あ っ た が. 98 年以降増加 し 99 年 に

は 約 500 ha と な っ た 。 こ れ は ， 本 剤 が オ オ タ バ コ ガ の

同 時防除 に も 使用 さ れ る よ う に な っ た た め と 考 え ら れ

る 。 し か し ， 本剤 を 用 い た コ ナ ガ と オ オ タ バ コ ガ の 同時

防除 を意図す る 場合， コ ナ ガ の 発生時期がオ オ タ バ コ ガ

の そ れ に比 べ て 2 か 月 ほ ど早 い こ と に 注意 し な け れ ば な

ら な い。 す な わ ち ， 本剤 を コ ナ ガ の 発生時期 に 合 わ せ て

処理 し た 場合， オ オ タ バ コ ガ の 発生時期 に は処理 し た フ

ェ ロ モ ン 剤 の 有効成分濃度 が低下 し ， 交信か く 乱効果が

低 く な る 可能性が あ る 。 そ れ を 防 ぐ た め に は オ オ タ バ コ

ガ の 発蛾直前 に本剤の処理 を 追加す る 必要が あ る と 考 え

ら れ る 。

本剤の使用 に よ り 化学合成殺虫 剤 の 散布団数が減少す

れ ば， 土着天敵が温存 さ れ， そ の結果， ア ブ ラ ム シ類や

ハ モ グ リ パエ類の防除 は 今 よ り は る か に 容易 に な る と 考

え ら れ る 。 す な わ ち ， 葉菜類 に お け る 今後の 防除体系 を

構築す る う え で本剤 は 有効 な 防除手段のーっ と な り 得 る

と い え る 。
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1Jif(/æl:書 フ ェ ロ モ ン 剤利用 ガ イ ド
問書編集委員 会 編集 B 5 判 口絵 カ ラ ー 7 頁 本文 1 1 1 頁

定価 2 ， 7 3 0 円税込み (本体 2 ， 600 円) 送料 310 円

発生予察用 フ ェ ロ モ ン 剤 32 項 目 ， 防除用 フ ェ ロ モ ン 剤 15 項 目 (交信か く 乱剤 と 大量誘殺剤) に つ い て ， 利用

で き る 剤や ト ラ ッ プ ( 口 絵写真付 き ) の紹介か ら ， 使用 す る 際の注意点 ま で を 実 際 に 活用 し て い る 専門家が詳

し く 解説。 基礎的 な フ ェ ロ モ ン の知識 も 一般 の 方 で も わ か り や す く 解説 し で あ り ま す ， 口 絵 で は 混入 す る 昆

虫 も 紹介 し て お り ， 対象害虫 と の 見比べが可能です。

お 申 し込み は直接当協会へ， 前金 (現金寄留 ・ 郵便振替) で申 し 込むか， お近 く の書庖でお取 り 寄せ 下 さ い.
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郵便振替 口座 00110-7-1 77867 TEL (03) 3944-1561 (代) FAX (03) 3944ヨ103 メ ー ル : order @jppa.or.jp 
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